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１　

人
間
学
の
系
譜

人
間
学
／
人
類
学
の
三
系
統

　

人
間
学
の
道
の
り
は
た
だ
た
だ
遠
く
、
多
く
分
岐
し
て
い
る

う
え
に
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
道
も
複
雑
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
か
ら
み

あ
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
迷
路
に
引
き
込
ま
れ
る
。
本
稿
は
人
間

学
の
迷
路
を
な
る
べ
く
上
か
ら
俯
瞰
し
て
、
ど
う
に
か
目
的
地

の
位
置
を
遥
か
に
見
定
め
、
せ
め
て
羅
針
盤
が
入
手
で
き
る
よ

う
、
過
去
の
人
間
学
に
お
け
る
人
間
観
の
整
理
と
今
後
の
人
間

学
へ
の
針
路
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

最
初
に
人
間
学
の
系
譜
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
人
間
が
自

我
意
識
を
有
す
る
主
観
的
存
在
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
自
律
的
価
値
を
人
間
の
一
般
的
特
徴

と
し
て
探
究
す
る
営
み
は
、
そ
の
淵
源
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

ら
に
よ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
ま
で
遡
る
。
キ
リ
ス
ト
教
神

学
に
お
い
て
も
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
ら
に
よ
る
古
代
キ
リ

ス
ト
教
神
学
か
ら
ス
コ
ラ
哲
学
の
時
代
を
経
て
、
ル
タ
ー
（M

. 

Luther, 1483-1546

）
ら
に
よ
る
中
世
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
至

る
ま
で
形
而
上
学
的
な
人
間
探
究
が
様
々
な
形
態
で
な
さ
れ
て

き
た
。
人
間
学
（anthropologie

）
と
い
う
学
問
名
称
は
十
六

山
岡
政
紀

尊
厳
の
記
号
学

―
尊
厳
心
へ
の
人
間
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

―
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世
紀
ド
イ
ツ
の
ス
コ
ラ
哲
学
者
か
ら
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

そ
の
後
、
十
七
世
紀
の
デ
カ
ル
ト
（R. D

escartes, 1596-

1650

）
の
出
現
、
近
代
科
学
の
成
立
、
産
業
革
命
と
つ
づ
く
西

洋
近
代
文
明
の
成
立
過
程
で
、
人
間
に
と
っ
て
外
の
諸
現
象
に

向
け
ら
れ
て
い
た
理
性
を
、
人
間
自
身
に
向
け
直
し
、
そ
れ
を

人
間
学
（anthropologie

）
の
名
で
呼
ん
だ
の
は
十
八
世
紀
の

哲
学
者
カ
ン
ト
（I. K

ant, 1724-1804
）
だ
っ
た
。
十
九
世
紀

か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
は
経
験
科
学
の
分
析
的
方
法
論
の
確

立
と
と
も
に
人
間
に
対
す
る
探
究
の
方
法
論
は
多
様
化
し
、
現

在
の
人
間
学
は
以
下
の
三
系
統
に
分
化
し
て
い
る
。

　

①
自
然
人
類
学
（biological anthropology

）
骨
格
を
中

心
と
し
た
人
間
の
形
質
の
探
究
【
←
生
物
学
←
自
然
科

学
】

②
文
化
人
類
学
（cultural anthropology

）
文
化
的
存
在

で
あ
る
人
間
の
多
様
な
行
動
様
式
の
探
究
【
←
構
造
主

義
←
人
文
・
社
会
科
学
】

③
哲
学
的
人
間
学
（philosophical anthropology

）
主
観

世
界
を
有
す
る
人
間
の
本
質
や
価
値
の
探
究
【
←
哲
学

←
人
文
科
学
】

　　

ド
イ
ツ
語
で
誕
生
し
た anthropologie 

が
カ
ン
ト
の
著
書

名
と
し
て
二
十
世
紀
初
頭
に
日
本
へ
入
り
、
日
本
語
で
「
人
間

学
」
と
訳
さ
れ
た（１
）た
め
、
そ
の
系
譜
を
受
け
継
い
だ
③
哲
学
的

人
間
学
は
今
も
日
本
語
で
は
「
人
間
学
」
の
語
を
用
い
る
。
そ

の
一
方
で
、
英
語
圏
で
発
達
し
た
自
然
科
学
と
し
て
の
①
自
然

人
類
学
と
、
ア
メ
リ
カ
構
造
主
義
の
流
れ
を
汲
む
②
文
化
人
類

学
は
、
英
語
の anthropology 

か
ら
日
本
語
へ
の
翻
訳
に
際

し
て
「
人
類
学
」
を
採
用
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
同
じ anthropology 

が
下
位
分
野
に
よ
っ
て

訳
語
を
異
に
す
る
の
は
日
本
語
固
有
の
事
情
で
は
あ
る
が
、
そ

の
区
別
に
は
学
問
の
成
立
基
盤
が
反
映
さ
れ
て
も
い
る
。「
人

類
学
」
は
、
人
間
を
動
物
の
一
種
と
し
て
相
対
化
さ
れ
た
人
類

（
自
然
人
類
学
）、
あ
る
い
は
人
間
の
文
化
的
多
様
性
を
相
対
化

し
た
諸
民
族
の
総
称
と
し
て
の
人
類
（
文
化
人
類
学
）
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
相
対
化
を
反
映
し
た
訳
語
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ

う
、
人
間
に
対
し
て
唯
一
内
省
的
な
自
己
自
身
の
探
究
を
図
ろ



160

う
と
す
る
哲
学
的
な
探
究
に
お
い
て
は
自
己
名
称
「
人
間
」
を

そ
の
ま
ま
用
い
た
「
人
間
学
」
の
名
称
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
観
点
か
ら
三
分
野
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
で
き
る
。

　

①
自
然
人
類
学
（biological anthropology

）
人
間
の
身

体
（
外
）
を
探
究
す
る
人
類
学

②
文
化
人
類
学
（cultural anthropology

）
人
間
の
行
動

（
外
）
に
現
れ
る
文
化
（
内
）
を
探
究
す
る
人
類
学

③
哲
学
的
人
間
学
（philosophical anthropology

）
人
間

の
精
神
（
内
）
の
あ
り
よ
う
を
内
省
的
に
探
究
す
る
人

間
学

　　

十
七
世
紀
に
成
立
し
た
近
代
科
学
は
客
観
性
を
重
視
す
る
。

観
察
対
象
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
論
理
的
に
解
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
対
象
に
関
す
る
客
観
的
事
実
を
記
述
し
、
蓄
積
し
て

い
く
。
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
科
学
的
事
実
は
誰
が
何
度
検
証
し

て
も
不
変
で
あ
る
と
い
う
の
が
近
代
科
学
の
基
本
で
あ
る
。
こ

う
し
た
近
代
科
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
人
間
と
い
う
観
察
対
象
に

向
け
て
行
わ
れ
た
の
が
①
自
然
人
類
学
と
②
文
化
人
類
学
だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
二
種
の
人
類
学
の
出
現
を
も
っ
て
し
て

も
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
以
来
、
連
綿
と
続
く
人
間
学
の
存
在

意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
人
類
学
の
出
現

が
原
初
の
人
間
学
の
存
在
意
義
を
か
え
っ
て
際
立
た
せ
る
こ
と

と
な
り
、
改
め
て
③
哲
学
的
人
間
学
と
範
疇
化
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

第
一
に
、
人
間
と
い
う
存
在
の
実
像
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う

と
す
る
な
ら
、
人
間
の
理
性
、
意
志
、
感
情
、
思
考
、
判
断
、

記
憶
、
想
像
と
い
っ
た
主
観
的
な
営
み
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て

探
究
す
る
こ
と
は
不
可
避
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
①
自
然
人
類

学
は
そ
う
し
た
人
間
の
主
観
的
要
素
を
考
察
対
象
と
し
て
い
な

い
し
、
②
文
化
人
類
学
も
観
察
に
よ
っ
て
記
述
可
能
な
文
化
的

コ
ー
ド
を
考
察
対
象
と
し
て
は
い
る
が
、
個
人
レ
ベ
ル
の
主
観

的
な
営
み
を
記
述
す
る
方
法
論
は
有
し
て
い
な
い
。
主
観
的
要

素
を
排
除
す
る
こ
と
で
成
立
し
、
発
達
し
て
き
た
近
代
科
学

は
、
人
間
に
目
を
向
け
れ
ば
向
け
る
ほ
ど
、
そ
の
限
界
性
が
際

立
つ
の
で
あ
る
。
解
明
さ
れ
ず
に
残
っ
た
テ
ー
マ
に
対
し
、
③

哲
学
的
人
間
学
の
探
究
は
営
々
と
継
続
し
て
い
く
ほ
か
な
い
。

　

第
二
に
、
①
自
然
人
類
学
に
し
て
も
②
文
化
人
類
学
に
し
て
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も
、
人
間
は
観
察
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
観
察
の
主
体
で
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
科
学
的
思
考
が
も
た
ら
し
た
主
客
分
離
現
象

そ
の
も
の
が
③
哲
学
的
人
間
学
の
考
察
対
象
な
の
で
あ
る
。
主

体
と
し
て
の
人
間
と
客
体
と
し
て
の
人
間
。
二
種
の
人
類
学
は

い
ず
れ
も
客
体
と
し
て
の
人
間
を
考
察
対
象
と
し
て
い
る
。
そ

の
う
え
で
敢
え
て
主
体
と
し
て
の
人
間
、
科
学
を
営
む
人
間
そ

の
も
の
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
に
は
③
哲
学
的
人
間
学
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
の
考
察
対
象
は
事
実
を
客
観
視
す
る
科
学
的
思

考
や
そ
れ
を
も
た
ら
す
人
間
の
理
性
、
思
考
、
判
断
と
い
っ
た

主
観
的
要
素
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
が
人
間
と
他
の
動
物
を
隔

絶
す
る
圧
倒
的
な
特
異
性
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
③
哲
学
的
人

間
学
は
、
科
学
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
を
科
学
す
る
メ
タ
科

学
、
い
わ
ゆ
る
科
学
哲
学
的
性
質
も
帯
び
ざ
る
を
得
な
い
。
③

哲
学
的
人
間
学
は
も
と
も
と
そ
う
し
た
メ
タ
科
学
的
性
質
を
本

質
的
に
帯
び
た
自
己
探
究
学
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
ま
ず
三
種
の
人
間
学
／
人
類
学
の
概

要
を
俯
瞰
し
て
お
き
た
い
。

自
然
人
類
学
（biological anthropology

）

　

人
間
は
一
つ
の
生
物
種
で
は
あ
る
が
、
人
間
学
が
植
物
学
や

昆
虫
学
や
サ
ル
学
と
い
っ
た
生
物
学
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
収

ま
り
き
ら
な
い
の
は
、
人
間
の
生
態
（
行
動
様
式
）
が
他
の
生

物
種
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
、
哺
乳
動
物
に
も
肉
食
、
草
食
の
別
が
あ
り
、

何
を
食
物
と
す
る
か
は
当
該
種
の
属
性
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
人
間
の
食
物
は
民
族
文
化
に
よ
る
多
様
性
に
満

ち
て
い
る
。
し
か
も
、
個
人
の
嗜
好
や
意
思
に
よ
っ
て
も
そ
の

多
様
性
は
個
人
単
位
ま
で
も
分
岐
し
て
い
く
。

　

し
か
し
、
身
体
の
体
格
や
形
質
と
い
っ
た
静
的
特
徴
に
限
れ

ば
、
人
間
も
ま
た
生
物
種
の
一
つ
と
し
て
相
対
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
観
点
か
ら
見
た
人
間
は
他
の
生
物
種
と
同
程
度

に
均
質
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
主
に
骨
格
を
中

心
と
し
た
人
間
の
身
体
の
形
質
に
つ
い
て
探
究
す
る
学
問
が

自
然
科
学
の
一
分
野
で
あ
る
自
然
人
類
学
で
あ
る
。
生
物
人

類
学
と
訳
す
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
形
質
人
類
学
（physical 

anthropology
）
と
の
呼
称
も
あ
る
。
自
然
人
類
学
で
は
主
に

人
骨
化
石
、
特
に
頭
骨
を
対
象
と
す
る
考
古
学
的
な
デ
ー
タ
を
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も
と
に
過
去
年
代
の
人
類
の
形
態
的
特
徴
を
客
観
的
に
推
定
す

る
方
法
論
が
確
立
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
推
定
さ
れ
た
通
時
的

な
人
類
の
形
態
的
特
徴
を
も
と
に
、
共
時
的
な
民
族
分
布
の
研

究
も
連
動
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
化
石
研
究
を
主
と
す
る
自
然

人
類
学
に
対
し
、
生
体
の
構
造
を
対
象
と
す
る
分
野
は
人
間
生

物
学
（hum

an biology

）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
生
物
学
の

理
論
を
人
間
に
拡
張
し
つ
つ
、
応
用
科
学
と
し
て
の
医
学
の
基

礎
理
論
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
化
人
類
学
（cultural anthropology
）

　

人
間
の
多
様
性
は
形
質
よ
り
も
行
動
様
式
に
お
い
て
顕
著
に

見
ら
れ
る
。
人
間
は
精
神
性
を
持
ち
、
文
化
を
持
っ
た
が
ゆ
え

に
、
そ
の
生
活
形
態
も
一
気
に
多
様
化
し
た
。
民
族
、
地
域
、

家
族
、
個
人
と
、
ど
の
単
位
で
見
て
も
、
人
間
は
他
の
生
物
と

隔
絶
し
て
計
り
知
れ
な
い
多
様
性
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

人
文
科
学
に
お
い
て
集
積
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
主
観
世
界

の
意
味
構
造
を
論
理
的
に
構
築
す
る
方
法
論
を
確
立
し
た
の

が
、
言
語
学
に
お
け
る
構
造
主
義
で
あ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
に

活
躍
し
た
ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
者
で
あ
る
サ
ピ
ア
（E. Sapir, 

1884-1939

）
や
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
（L. Bloom

field, 1887-

1949

）
は
ア
メ
リ
カ
原
住
民
の
言
語
の
音
声
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

そ
の
音
韻
構
造
、
意
味
構
造
を
極
め
て
緻
密
で
論
理
的
な
手
法

に
よ
っ
て
解
明
し
、
記
述
し
た
。
例
え
ば
母
音
の
数
は
、
日
本

語
は
五
母
音
、
北
京
語
は
六
母
音
、
朝
鮮
語
は
八
母
音
で
あ
る

が
、
未
知
の
言
語
の
母
音
数
は
、
母
音
間
の
対
立
点
（
別
の
音

と
認
識
す
る
こ
と
）
を
調
査
す
る
こ
と
で
特
定
で
き
る
。
単
語

の
意
味
の
特
定
も
同
様
で
あ
る
。
当
該
言
語
の
語
彙
体
系
は
、

そ
の
言
語
で
カ
ブ
ト
ム
シ
と
ク
ワ
ガ
タ
を
区
別
す
る
か
同
じ
名

前
で
呼
ぶ
か
と
か
、
虹
の
色
の
数
を
い
く
つ
と
見
る
か
、
な
ど

の
対
立
点
の
特
定
に
よ
っ
て
記
述
で
き
る
。

　

こ
の
構
造
主
義
の
手
法
を
言
語
だ
け
で
な
く
人
間
の
行
動
様

式
全
般
に
適
用
し
た
の
が
文
化
人
類
学
で
あ
っ
た
。
文
化
人
類

学
の
礎
を
築
い
た
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
（C. Lévi-Strauss, 

1908-2009

）
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
や
ア
ジ
ア
地
域
諸

民
族
に
お
け
る
親
族
構
造
や
婚
姻
儀
礼
な
ど
、
諸
民
族
の
文
化

の
構
造
を
調
査
し
、
正
確
に
記
述
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

言
語
も
文
化
の
一
種
で
あ
る
か
ら
、
文
化
人
類
学
の
立
場

か
ら
言
語
学
を
包
摂
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
言
語
と
文
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化
の
共
通
性
は
、
い
ず
れ
も
恣
意
的
な
体
系
を
内
包
す
る
記

号
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
虹
の
色
の
数
を
い
く
つ
と
数

え
る
か
も
恣
意
的
な
体
系
で
あ
っ
て
必
然
性
は
な
く
、
当
該

の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
約
束
事
と
し
て
の
コ
ー
ド

（code

）
が
存
在
し
て
い
る
。
同
様
に
、
ど
の
よ
う
な
親
族
構

造
や
生
活
儀
礼
を
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
恣
意
的
に
規
定

さ
れ
た
コ
ー
ド
で
あ
る
。
コ
ー
ド
は
人
間
の
自
由
意
志
で
創

造
す
る
こ
と
も
、
逸
脱
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
隠
喩

（m
etaphor

）
は
言
語
コ
ー
ド
か
ら
の
逸
脱
で
あ
り
、
現
代
の

奇
抜
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
既
存
の
文
化
コ
ー
ド
か
ら
の
逸
脱
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
文
化
コ
ー
ド
は
多
層
的
で
、
多
く
の
部

分
は
無
意
識
の
レ
ベ
ル
に
沈
静
し
て
い
る
。
言
語
伝
達
の
効
率

性
を
保
証
す
る
音
韻
体
系
や
文
法
体
系
も
、
日
常
の
言
語
使
用

に
お
い
て
は
無
意
識
化
し
て
い
る
し
、
親
族
構
造
や
生
活
儀
礼

な
ど
の
文
化
コ
ー
ド
は
、
言
語
記
号
の
コ
ー
ド
よ
り
も
更
に
深

層
の
無
意
識
層
に
浸
透
し
、
民
族
的
コ
ー
ド
の
領
域
に
及
ん
で

い
る
。
人
間
自
身
の
自
覚
に
お
い
て
言
え
ば
、
コ
ー
ド
と
本

能
的
衝
動
と
は
混
然
一
体
と
な
っ
て
い
て
自
ら
は
判
然
と
し
な

い
。
そ
こ
で
、
本
能
は
生
物
学
的
手
法
に
よ
っ
て
外
面
か
ら
解

明
さ
れ
、
い
っ
ぽ
う
の
文
化
コ
ー
ド
は
文
化
人
類
学
や
言
語
学

の
構
造
主
義
的
手
法
に
よ
っ
て
内
面
の
無
意
識
か
ら
意
識
の
表

層
へ
と
あ
ぶ
り
出
し
、
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
文
化
と
言
語
に
共
通
す
る
コ
ー
ド
を
探
究
す
る
基

礎
科
学
は
記
号
学
（sem

iology

）
と
呼
ば
れ
る
。

哲
学
的
人
間
学
（philosophical anthropology

）

　

二
十
世
紀
に
入
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
以
来
の
人
間
学
を

俯
瞰
し
な
が
ら
、
人
間
存
在
の
特
異
性
を
内
省
と
思
索
と
論
理

と
に
よ
っ
て
探
究
し
、
言
語
化
し
て
表
現
す
る
知
の
営
み
を
総

称
し
て
哲
学
的
人
間
学
（philosophical anthropology

）
と
呼

称
し
、
範
疇
化
し
た
の
は
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
シ
ェ
ー
ラ
ー
（M

. 

Scheler, 1874-1928

）
で
あ
っ
た
。
彼
は
、『
宇
宙
に
お
け
る
人

間
の
地
位
』（
一
九
二
八
年
）
に
お
い
て
歴
史
上
の
人
間
観
（
＝

人
間
が
自
分
自
身
を
把
握
す
る
し
か
た
）
を
、
五
類
型
を
も
っ
て

述
べ
た（２
）。
ご
く
簡
潔
に
整
理
す
る
と
、
①
有
神
論
的
人
間
観
。

人
間
は
神
が
そ
の
姿
に
似
せ
て
創
造
し
た
被
造
物
で
あ
る
が
ゆ

え
に
尊
厳
性
を
有
し
て
い
る
が
、
同
時
に
原
罪
を
背
負
っ
て
い
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る
と
す
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
以
来
の
神
学
思
想
全
般
。
②

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
（
英
知
人
）
と
し
て
の
人
間
観
。
理
性
の

獲
得
に
よ
り
自
我
意
識
を
も
獲
得
し
た
人
間
。
プ
ラ
ト
ン
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
近
代
の
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ま
で
。
③

ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
（
工
作
人
）
と
し
て
の
人
間
観
。
理
想
を

現
実
化
す
る
目
的
を
持
ち
、
自
然
に
対
し
て
技
術
的
知
能
を
駆

使
す
る
人
間
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
、
ベ
ー
コ
ン
、
進
化
論
の
ダ
ー

ウ
ィ
ン
、
精
神
分
析
の
フ
ロ
イ
ト
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
④

生
命
系
に
生
き
る
者
と
し
て
の
人
間
観
。
人
間
の
理
性
を
自
然

か
ら
の
逸
脱
と
捉
え
、
理
性
を
超
え
て
生
命
系
全
体
の
価
値
に

合
一
す
べ
き
と
す
る
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ベ
ル
ク
ソ
ン

に
代
表
さ
れ
る
。
⑤
無
神
論
的
人
間
観
。
神
を
否
定
し
、
人
間

の
人
格
こ
そ
最
大
の
尊
厳
と
す
る
。
ニ
ー
チ
ェ
、
ハ
ル
ト
マ
ン

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
以
上
の
五
類
型
で
あ

る
。

　

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
哲
学
的
人
間
学
は
決
し
て
過
去
の
人
間
学
の

論
評
に
留
ま
ら
ず
、
自
ら
も
多
く
の
著
作
を
通
じ
て
、
独
自
の

人
間
観
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
人
間
を
、
従
前
の
五
類
型
の
ど

れ
に
も
偏
す
る
こ
と
の
な
い
「
全
人
」（A

llm
ensch

）、
即
ち

無
限
定
な
可
塑
性
を
も
つ
開
か
れ
た
存
在
と
し
て
捉
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
人
間
が
生
命
系
か
ら
特
立
す
る
特

殊
地
位
を
も
た
ら
し
た
理
性
、
自
律
的
意
志
、
情
緒
の
働
き
を

「
精
神
」（Geist

）
と
呼
ぶ
。
人
間
は
精
神
の
作
用
を
も
っ
て
自

律
的
に
生
命
系
と
合
一
す
る
存
在
で
あ
り
、
彼
は
そ
こ
に
神
性

に
も
匹
敵
す
る
至
高
の
尊
厳
性
を
見
い
だ
し
て
い
た
。

　

一
連
の
哲
学
的
人
間
学
に
お
い
て
、
多
様
な
人
間
観
を
象
徴

的
に
示
す
役
割
を
果
た
し
た
の
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
い
う

人
間
の
学
名
で
あ
っ
た
。
改
め
て
そ
こ
を
基
点
と
し
て
人
間
観

の
俯
瞰
と
考
察
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

２　

哲
学
的
人
間
学
に
お
け
る
人
間
観
と
尊
厳
心

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と
し
て
の
人
間
：
理
性
と
自
我

　

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ユ
ン
ク
（J. Jung, 1587-1657

）
は
、
日

常
言
語
の
生
物
呼
称
と
は
別
に
、
通
言
語
的
な
生
物
名
称
を
設

定
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
が
今
日
の
学
名
の
源
流
で
あ

る
。
十
八
世
紀
に
生
物
の
体
系
的
分
類
法
を
示
し
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
植
物
学
者
リ
ン
ネ
（C. von Linné, 1707-1778

）
は
、

ラ
テ
ン
語
の
二
名
法（３
）を
学
名
と
し
て
採
用
し
た（４
）。
そ
こ
で
彼
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が
人
間
に
対
し
て
与
え
た
学
名
が
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

（H
om

o sapiens, 

英
知
人
）
だ
っ
た
。H

om
o 

は
名
詞
「
人
」、

sapiens 
は
形
容
詞
「
知
恵
の
あ
る
」
で
あ
る
。
リ
ン
ネ
は
理

性
を
人
間
の
定
義
的
特
徴
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　

H
om

o 

は
自
然
人
類
学
で
は
過
去
世
代
ま
で
遡
る
人
類
の
統

一
的
な
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
二
三
〇
万
年
か
ら
一
六
〇

万
年
前
の
人
類
は
ホ
モ
・
ハ
ビ
リ
ス
（H

om
o habilis, 

器
用
人
）

で
あ
り
、
一
九
〇
万
年
前
か
ら
二
万
年
前
の
人
類
は
ホ
モ
・
エ

レ
ク
ト
ゥ
ス
（H

om
o erectus, 

直
立
人
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、

現
代
に
至
る
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
、
約
二
十
万
年
前
に
は
存

在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
現
時
期
は
概
算
で
あ

る
が
ゆ
え
に
そ
の
境
目
は
分
明
で
は
な
く
重
複
し
て
い
る
。

　

リ
ン
ネ
の
『
自
然
の
体
系
』
初
版
（
一
七
三
五
年
）
に
お
け

る H
om

o sapiens 

の
記
述
に
は
ラ
テ
ン
語
で
「
汝
自
身
を
知

れ
（N

osce te ipsum

）」
と
の
み
書
か
れ
て
い
た（５
）。

古
代
ギ
リ

シ
ア
以
来
の
格
言
で
あ
る
。
リ
ン
ネ
は
、
人
間
に
と
っ
て
理
性

の
獲
得
は
自
我
の
獲
得
と
同
義
と
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

人
間
は
、
他
の
動
物
と
同
じ
身
体
的
特
徴
を
多
く
持
っ
て
い

る
が
、
理
性
に
よ
っ
て
動
物
的
衝
動
を
自
律
的
に
制
御
で
き
る

と
い
う
固
有
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
食
の
例
で
言
え
ば
、
人

間
も
生
命
系
全
体
の
食
物
連
鎖
と
い
う
秩
序
を
構
成
す
る
一
部

で
あ
る
以
上
、
食
欲
と
い
う
動
物
的
衝
動
を
も
つ
。
し
か
し
、

そ
れ
を
理
性
に
よ
っ
て
制
御
し
て
食
事
の
時
間
、
量
、
食
材
、

様
式
な
ど
を
自
律
的
に
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宗
教
的
な

断
食
、
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
の
食
事

制
限
も
自
由
意
志
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
自
由
意
志
は
個
人

の
自
我
意
識
に
よ
る
一
つ
の
機
能
で
あ
る
。

　

カ
ン
ト
は
『
実
用
的
見
地
に
お
け
る
人
間
学
』（
一
七
九
七

年
）
の
冒
頭
で
、
人
間
が
自
我
を
有
す
る
こ
と
を
も
っ
て
他
の

生
物
よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
自
我
意
識
の
統
一

性
を
人
格
と
呼
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
幼
児
が
第
一
人
称
で
自
ら

を
語
り
始
め
た
と
き
に
自
我
を
獲
得
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
幼

児
の
言
語
獲
得
は
模
倣
か
ら
始
ま
る
。
親
が
パ
ン
と
呼
ぶ
も
の

は
パ
ン
と
呼
び
、
親
が
空
と
呼
ぶ
も
の
は
空
と
呼
ぶ
。
そ
し

て
、
親
が“K

arl”

と
呼
ぶ
人
（
自
分
自
身
）
の
こ
と
を
自
分
も

“K
arl”

と
呼
ん
で
い
た
（
自
称
し
て
い
た
）。
と
こ
ろ
が
、
あ
る

と
き
か
ら
第
一
人
称
の “Ich” 

を
使
い
始
め
る
。
そ
の
と
き
、
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母
親
の“Ich”

と
自
分
の“Ich”

は
別
の
存
在
で
あ
り
、
自
分

に
と
っ
て
の“Ich”

は
た
だ
一
人
の
自
分
自
身
の
み
を
指
す
こ

と
を
理
解
す
る
。
つ
ま
り
、
自
我
の
獲
得
で
あ
り
、
そ
れ
は
即

ち
自
他
分
離
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　

理
性
と
自
我
を
獲
得
す
る
こ
と
は
必
然
的
に
自
尊
心
の
獲
得

を
も
た
ら
す
。
自
尊
心
を
知
る
こ
と
で
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の

羞
恥
心
を
も
獲
得
す
る
。
人
間
の
尊
厳
と
い
う
概
念
も
ま
た
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
。
人
は
人
間
の
尊
厳
を
守
る
た
め
に
理
性
的

に
行
動
し
よ
う
と
努
め
、
自
身
の
内
な
る
動
物
的
衝
動
や
動
物

的
だ
と
感
じ
る
行
為
（
例
え
ば
排
泄
行
為
）
を
な
る
べ
く
隠
そ

う
と
す
る
。
そ
う
し
た
行
為
を
調
整
す
る
の
が
自
尊
心
で
あ
り

羞
恥
心
で
あ
る
。

　

自
我
意
識
の
獲
得
は
個
人
レ
ベ
ル
で
の
多
様
化
を
も
た
ら

す
。
そ
し
て
、
自
由
意
志
は
と
き
に
利
己
的
行
動
を
生
み
、
社

会
に
お
け
る
個
人
間
の
利
害
の
相
克
を
生
む
。
そ
こ
で
、
社
会

の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
自
律
的
な
規
範
を
提
示
す
る
と
い

う
教
育
の
第
一
の
役
割
が
生
ま
れ
る
。

　

ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
と
し
て
の
人
間
：
創
造
と
理
想

　

リ
ン
ネ
が
命
名
し
た
人
間
の
学
名
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
、

そ
の
後
、
様
々
な
人
間
観
を
展
開
す
る
た
め
の
象
徴
的
な
名
称

と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
多
く
の
先
人
が
こ
の
二
名
法
の
後
部

形
容
詞
を
入
れ
替
え
、
ホ
モ
・
ロ
ク
エ
ン
ス
（
発
話
人
）
や 

ホ

モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
（
遊
戯
人
）
と
い
っ
た
象
徴
的
な
表
現
で
独

自
の
人
間
観
を
表
明
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
の
特
に
重
要

な
も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
観
の
相
関
関
係
や
包

含
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ベ
ル
ク
ソ
ン
（H

. Bergson, 1859-

1941

）
は
、
人
間
の
知
性
の
本
質
を
創
造
性
で
あ
る
と
の
考
え

を
示
し
、
人
間
に
ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
（H

om
o faber, 

工
作

人
）
と
の
定
義
を
与
え
た（６
）。
彼
は
人
間
の
固
有
の
能
力
と
は
、

「
人
為
的
な
も
の
を
つ
く
る
能
力
、
と
く
に
道
具
を
つ
く
る
た

め
の
道
具
を
つ
く
る
能
力
で
あ
り
、
ま
た
か
か
る
製
作
を
無
限

に
変
化
さ
せ
る
能
力
」
と
述
べ
て
い
る（７
）。
人
間
は
目
的
に
従
っ

て
道
具
を
製
作
す
る
。
寒
さ
を
凌
ぐ
た
め
に
衣
服
を
創
り
、
雨

露
を
凌
ぐ
た
め
に
住
居
を
創
っ
た
。
特
に
人
間
が
火
を
道
具
と

し
て
創
り
、
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
人
間
の
生
活
様
式
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を
劇
的
に
変
化
さ
せ
た
。
火
を
も
っ
て
灯
り
を
照
ら
し
、
暖
を

取
り
、
食
材
を
焼
く
こ
と
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。

　

人
間
以
外
の
動
物
に
も
一
種
の
道
具
を
製
作
す
る
事
例
が
あ

る
が
、
人
間
固
有
の
創
造
活
動
と
し
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
主
に
三

点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
一
に
自
己
形
成
の
創
造
活
動
。
自
己
形
成
は
自
尊
心
と
関

係
し
て
い
る
。
人
間
に
と
っ
て
衣
服
の
創
造
は
単
に
寒
さ
を
凌

ぐ
た
め
だ
け
で
な
く
、
自
身
が
他
者
か
ら
ど
う
見
ら
れ
た
い
か

と
い
う
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
人
間

が
他
者
か
ら
見
た
自
己
と
い
う
新
た
な
視
点
を
獲
得
し
た
こ
と

を
も
意
味
す
る
。

　

第
二
に
自
己
の
創
造
活
動
の
反
省
。
そ
う
し
た
自
己
の
客
観

視
が
自
己
反
省
を
可
能
に
す
る
。
鳥
の
巣
作
り
の
よ
う
に
同
じ

方
法
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
自
身
の
創
造
活
動
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
、
試
行
錯
誤
と
改
良
を
重
ね
て
い
く
。
こ
れ
は
人
間

の
効
率
性
や
利
便
性
を
追
求
す
る
特
性
と
も
関
係
し
て
い
る
。

創
造
方
法
は
言
語
や
図
面
で
記
録
し
、
他
者
や
子
孫
に
伝
承
さ

れ
、
世
代
を
超
え
た
改
良
も
行
わ
れ
る
。

　

第
三
に
創
造
活
動
に
お
け
る
他
者
と
の
協
調
。
人
間
は
高
度

に
役
割
分
担
さ
れ
た
他
者
と
の
協
調
を
行
う
。
例
え
ば
、
建
築

と
い
う
個
人
レ
ベ
ル
で
は
な
し
得
な
い
高
度
な
創
造
活
動
に
お

い
て
建
築
者
集
団
と
い
う
社
会
が
形
成
さ
れ
、
役
割
分
担
が
行

わ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
が
意
思
決
定
や
指
示
を
行
う
。
こ
の
と
き
人

間
は
、
自
己
を
社
会
の
構
成
員
と
し
て
相
対
化
し
て
い
る
。

　

食
に
関
し
て
言
え
ば
、
多
く
の
場
合
、
食
を
行
う
行
為
に
は

神
聖
な
意
味
が
付
与
さ
れ
、
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
結

び
つ
く
。
ま
た
、
食
材
を
焼
く
こ
と
は
殺
菌
、
保
存
、
調
味
の

効
果
が
あ
る
こ
と
を
人
間
は
経
験
的
に
知
っ
た
。
そ
し
て
、
よ

り
美
味
し
い
も
の
を
創
る
た
め
に
、
複
数
の
食
材
を
混
合
さ
せ

て
調
理
を
行
い
、
料
理
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
覚
え
た
。
そ
こ

に
は
調
理
の
試
行
錯
誤
、
食
材
の
流
通
、
多
様
な
調
理
法
（
レ

シ
ピ
）
の
共
有
と
い
っ
た
現
象
も
見
ら
れ
る
。

　

人
間
の
創
造
活
動
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
論
点
は
、
創
造

に
は
必
ず
想
像
が
先
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
家
を
建
て

る
前
に
ま
ず
設
計
図
や
外
観
の
パ
ー
ス
を
作
成
し
、
そ
う
や
っ

て
先
に
描
い
た
計
画
ど
お
り
に
家
を
創
造
す
る
。
料
理
を
作
る

こ
と
か
ら
会
社
を
起
業
す
る
こ
と
ま
で
、
大
小
の
い
ず
れ
の
規

模
で
あ
れ
、
創
造
活
動
に
は
理
想
像
の
想
起
と
い
う
先
行
行
為
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が
あ
る
。
逆
方
向
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
人
間
は
常
に
価
値
を
追

求
し
、
よ
り
良
く
生
き
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
価
値
あ
る
も

の
、
す
な
わ
ち
審
美
的
価
値
、
功
利
的
価
値
、
倫
理
的
価
値
を

創
造
し
よ
う
と
す
る
志
向
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
人
間
の
尊
厳
は
静
的
な
価
値
に
留
ま
る
の
で
は
な

く
、
よ
り
高
い
優
れ
た
も
の
へ
と
価
値
を
高
め
て
い
く
動
的
な

行
為
を
含
む
。
そ
こ
に
人
間
の
人
生
に
お
け
る
教
育
の
第
二
の

役
割
が
生
ま
れ
る
。
個
人
は
理
想
を
追
求
し
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
学
習
活
動
を
行
う
が
、
そ
れ
を
支
援
す
る
の
が
教
育
者
の

使
命
で
あ
る
。

ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
と
し
て
の
人
間
：
遊
び
と
文
化

　

オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
家
ホ
イ
ジ
ン
ガ
（J. H

uizinga, 1872-

1945

）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
お
け
る
文
芸
復
興
と
、
そ
の

精
神
的
基
盤
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
つ
い
て
論
じ
た
『
中

世
の
秋
』（
一
九
一
九
年
）
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る（８
）。
彼
が
後
年

著
し
た
文
化
史
論
の
大
著
が
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス

―
人
類

文
化
と
遊
戯
』（
一
九
三
八
年
）
で
あ
る
。
そ
の
書
名
と
も
な
っ

た
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
（H

om
o ludens, 

遊
戯
人
）
と
は
、
人

類
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
に
遍
在
す
る
「
遊
び
」
を
も
っ
て
人
間
の

本
質
を
規
定
し
た
用
語
で
あ
る
。「
遊
び
」
と
は
文
字
ど
お
り

の
理
解
よ
り
広
義
な
用
語
で
、
我
々
人
間
の
文
化
に
満
ち
あ
ふ

れ
る
と
こ
ろ
の
余
剰
、
す
な
わ
ち
、
生
命
維
持
の
た
め
の
生
理

学
的
な
動
機
づ
け
を
も
た
ず
に
自
己
目
的
化
し
た
行
為
の
総
称

で
あ
る（９
）。

本
書
で
は
、
法
律
、
あ
る
種
の
戦
争
、
学
問
、
詩
、

哲
学
考
察
、
音
楽
、
舞
踊
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
諸
文
化
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
「
遊
び
」
の
要
素
を
抽
出
し
、
徹
底
し
た
分
析
を

行
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
彼
は
、
遊
び
と
文
化
を
全
く
同
一
視
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
本
書
第
１
章
は
「
遊
び
は
文
化
よ
り
古
い
」
と

の
書
き
出
し
か
ら
始
ま
る
。
人
類
が
類
人
猿
の
一
種
か
ら
進
化

す
る
遥
か
以
前
か
ら
「
遊
び
」
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
例
え

ば
、
子
犬
が
じ
ゃ
れ
合
う
姿
に
も
遊
び
の
要
素
が
見
ら
れ
る
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
進
化
の
過
程
で
「
遊
び
」
に

理
性
や
創
造
性
な
ど
の
人
間
的
要
素
が
累
加
さ
れ
、
結
果
と
し

て
人
間
独
自
の
「
文
化
」
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
と
す
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
彼
が
論
じ
る
「
遊
び
」
は
人
間
を
含
む
生
命
系

全
体
が
有
す
る
あ
る
種
の
余
剰
が
、
人
間
独
自
の
「
文
化
」
と
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い
う
形
を
取
っ
て
象
徴
的
に
現
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
運
動
の
欲
求
や
健
康
増
進
と
い
っ

た
生
理
学
的
目
的
か
ら
離
れ
て
、
人
間
の
能
力
可
能
性
の
追
求

や
名
誉
の
追
求
が
あ
り
、
そ
の
方
法
論
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
や
試
合
の
戦
法
が
試
行
錯
誤
を
経
て
創
造
さ
れ
て
い

く
。
料
理
も
ま
た
栄
養
摂
取
と
い
う
生
理
学
的
目
的
か
ら
離
れ

た
余
剰
に
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
美
味
の
創
造
に
留
ま
ら

ず
、
食
器
の
意
匠
や
料
理
の
盛
り
付
け
な
ど
の
美
観
の
創
造
も

加
わ
る
。
さ
ら
に
食
事
の
際
の
マ
ナ
ー
、
和
食
な
ら
箸
の
使
い

方
、
洋
食
な
ら
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
の
使
い
方
と
い
っ
た
文
化

的
な
様
式
も
確
立
し
て
い
る
。
食
器
を
手
で
持
つ
の
か
持
た
な

い
の
か
、
料
理
を
口
に
入
れ
る
際
に
音
を
立
て
て
よ
い
の
か
い

け
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
も
文
化
的
コ
ー
ド
と
し
て
確
立

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
遊
び
」
が
文
化
と
し
て
昇
華

し
た
例
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
尊
厳
の
追
求
で
も
あ
り
、
あ

る
種
の
美
に
対
す
る
追
求
で
も
あ
る
（
（1
（

。
文
化
が
向
か
う
尊
厳
観

は
聖
な
る
領
域
、
す
な
わ
ち
宗
教
的
領
域
に
あ
る
と
し
て
い

る
（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
文
化
は
そ
の
成
員
に
規
範
的
な
行
動
規
制
を
も

た
ら
す
が
、
そ
れ
は
人
間
の
自
由
意
志
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は

な
い
。
本
能
は
あ
る
種
の
機
械
論
的
な
行
動
規
制
に
よ
り
余
剰

に
乏
し
い
が
、
文
化
に
よ
る
意
識
的
な
行
動
規
制
は
、
し
た

が
っ
て
個
人
差
も
偶
発
性
も
多
く
、
余
剰
に
満
ち
て
い
る
。
こ

の
不
規
則
さ
こ
そ
が
「
遊
び
」
の
「
遊
び
」
た
る
所
以
で
も
あ

る
（
（1
（

。

　

ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
文
化
創
造
の
原
理
を
哲
学
的
人
間
学
と
し
て

総
論
的
に
述
べ
た
の
に
対
し
、
具
体
的
で
個
別
的
な
民
族
文
化

の
実
態
を
各
論
的
に
記
述
す
る
の
が
文
化
人
類
学
と
い
う
関
係

性
に
な
る
。

　

か
つ
て
大
英
帝
国
が
イ
ン
ド
を
植
民
地
支
配
し
て
い
た
時
代

に
、
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
を
操
る
洋
食
文
化
を
持
つ
英
国
人
は

イ
ン
ド
人
の
手
食
を
蔑
視
し
た
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
イ
フ
食
に
美
感

を
覚
え
る
人
々
に
と
っ
て
手
食
は
動
物
に
近
い
野
蛮
な
行
為
と

映
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
人
の
手
食
に
も
フ
ォ
ー
ク
ナ
イ
フ

食
や
箸
食
の
作
法
に
も
劣
ら
な
い
厳
格
な
作
法
が
あ
っ
た
。
食

事
の
前
に
は
手
を
洗
浄
し
、
右
手
の
親
指
、
人
差
し
指
、
中
指

の
三
本
指
の
第
一
関
節
か
ら
先
を
用
い
る
と
決
ま
っ
て
い
る
。
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イ
ン
ド
の
人
々
は
そ
れ
を
厳
格
に
守
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
食
を

通
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
と
つ
な
が
る
神
聖
な
行
為
で
あ
っ

た
。

　

ア
メ
リ
カ
構
造
主
義
言
語
学
や
文
化
人
類
学
の
成
果
は
、
非

文
明
未
開
民
族
と
見
ら
れ
た
原
住
民
の
言
語
や
文
化
も
、
そ
の

構
造
の
複
雑
さ
や
厳
格
さ
に
お
い
て
西
洋
の
言
語
や
文
化
に
何

ら
劣
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
相
対
的
な
差
異
で
あ
っ
て
優
劣
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
具
体
的
な
諸
民
族
の
文
化
に
つ
い
て
論
じ
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
文
化
が
人
間
の
尊
厳
観
の
源
泉
を
な
す
も

の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
異
文
化
と
の
衝
突
・
相
克
と
い
う

問
題
は
不
可
避
で
あ
り
、
そ
の
矛
盾
を
止
揚
す
る
知
恵
は
構
造

主
義
言
語
学
や
文
化
人
類
学
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
異
文
化

間
に
お
い
て
優
劣
を
認
め
な
い
思
想
は
今
日
に
お
い
て
文
化
相

対
主
義
（cultural relativism

）
と
呼
ば
れ
、
国
家
が
居
住
す

る
多
民
族
文
化
の
対
等
な
共
存
を
謳
う
こ
と
は
文
化
多
元
主
義

（cultural pluralism

）
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
社
会
が
文
化

相
対
主
義
や
文
化
多
元
主
義
を
受
け
入
れ
て
い
く
に
は
そ
の
成

員
が
個
人
レ
ベ
ル
で
異
文
化
を
学
び
、
理
解
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
れ
も
教
育
の
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ホ
モ
・
シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン
ス
と
し
て
の
人
間
：
記
号
と
象
徴

　

人
間
の
理
性
は
概
念
を
形
成
し
、
論
理
を
構
築
し
、
体
系

化
す
る
。
そ
の
働
き
は
す
べ
て
言
語
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

ゆ
え
に
、
カ
ン
ト
は
人
間
の
理
性
の
実
現
形
態
が
言
語
で
あ

り
、
理
性
と
言
語
と
は
表
裏
一
体
だ
と
考
え
た
。
こ
の
考
え

方
を
カ
ン
ト
か
ら
継
承
し
た
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヘ
ル
ダ
ー
（J. 

G. von H
erder, 1744-1803

）
は
、『
言
語
起
源
論
』（
一
七
七
二

年
）
に
お
い
て
人
間
の
本
質
を
ホ
モ
・
ロ
ク
エ
ン
ス
（H

om
o 

loquens, 

発
話
人
）
と
す
る
人
間
観
を
表
明
し
た
（
（1
（

。
そ
れ
以
降

も
ホ
モ
・
ロ
ク
エ
ン
ス
を
主
題
と
し
て
論
じ
た
書
は
枚
挙
に

暇
が
な
い
（
（1
（

。
そ
の
後
、
ス
イ
ス
の
言
語
学
者
ソ
シ
ュ
ー
ル
（F. 

de Saussure, 1857-1913

）
は
自
然
言
語
を
記
号
の
一
種
と
し

て
捉
え
て
記
号
学
を
確
立
し
、
そ
の
後
の
多
く
の
記
号
学
と
言

語
学
の
発
展
の
礎
を
築
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
哲
学
的
人
間

学
に
お
け
る
ホ
モ
・
ロ
ク
エ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
カ
ッ

シ
ー
ラ
ー
（E. Cassirer, 1874-1945

）
に
よ
る
ア
ニ
マ
ル
・
シ
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ン
ボ
リ
ク
ム
（A

nim
al sym

bolicum
, 

シ
ン
ボ
ル
を
操
る
動
物
）

へ
と
発
展
し
た
。
そ
れ
は
人
間
の
自
我
意
識
の
み
が
世
界
に
意

味
を
見
出
し
た
り
、
何
か
に
意
味
を
付
与
し
て
他
者
に
伝
え
た

り
す
る
記
号
形
成
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
人
間

観
で
あ
る
。

　

人
間
は
世
界
の
現
象
を
認
識
す
る
際
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
世

界
を
知
覚
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
身
体
的
制
約
を

受
け
た
知
覚
表
象
を
有
意
味
な
世
界
と
し
て
認
識
す
る
。
そ
の

一
つ
は
経
験
の
蓄
積
を
前
提
と
す
る
概
念
形
成
で
あ
る
。
例
え

ば
、
犬
に
も
様
々
な
犬
種
が
あ
り
、
体
の
大
き
さ
や
色
も
多
様

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
の
前
の
そ
の
動
物
を
「
犬
」
で

あ
る
と
認
識
で
き
る
。
そ
の
人
の
心
に
は
既
に
「
犬
」
の
概
念

が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
動
物
を
有
意
味
な
所
与

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
見
え
て
い
る
現
象

か
ら
別
の
事
象
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。「
雲
」
を

見
て
「
雨
」
を
知
り
、「
煙
」
を
見
て
「
火
」
を
知
り
、「
血
」

を
見
て
「
傷
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
の
事
象
間
の
因

果
関
係
が
概
念
の
属
性
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

意
味
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
他
者
に
向
け
て
何
か

に
意
味
を
託
し
て
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
音
声
（/inu/

）

か
文
字
（
犬
）
に
そ
の
動
物
の
概
念
を
付
与
し
て
伝
達
す
る
の

は
自
然
言
語
に
よ
る
記
号
行
為
で
あ
る
。
言
語
以
外
で
比
較
的

単
純
な
ア
イ
コ
ン
（icon

）
を
用
い
る
も
の
で
は
、
金
銭
的
価

値
の
記
号
で
あ
る
貨
幣
、
交
通
ル
ー
ル
の
記
号
で
あ
る
道
路
標

識
、
ト
イ
レ
の
記
号
で
あ
る
人
型
の
マ
ー
ク
な
ど
が
あ
る
。
よ

り
複
雑
な
構
造
を
持
っ
た
記
号
で
は
、
時
間
の
記
号
で
あ
る
時

計
、
地
域
の
記
号
で
あ
る
地
図
、
音
楽
の
記
号
で
あ
る
楽
譜
な

ど
は
構
成
要
素
（
時
針
・
分
針
、
地
図
記
号
、
音
符
・
調
性
記
号
）

も
全
体
も
記
号
で
あ
る
。
人
間
の
身
体
的
行
為
も
文
化
的
な
意

味
が
付
与
さ
れ
れ
ば
記
号
と
な
る
。
例
え
ば
起
立
や
脱
帽
は
敬

意
の
記
号
で
あ
り
、
拍
手
は
賞
賛
の
記
号
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
何
ら
か
の
知
覚
表
象
に
意
味
を
付
与
し
て
伝
達
す
る
行
為

は
す
べ
て
記
号
行
為
で
あ
る
。
自
然
言
語
は
高
度
に
発
達
し

た
一
種
の
記
号
で
あ
る
。
記
号
は
記
号
表
象
（
形
式
）
と
記
号

内
容
（
意
味
）
の
二
要
素
と
、
両
者
を
つ
な
ぐ
コ
ー
ド
（code

）

の
三
者
か
ら
成
る
。
コ
ー
ド
は
言
語
文
化
や
民
族
を
単
位
と
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
パ
イ
の
暗
号
の

よ
う
に
極
め
て
少
数
者
の
あ
い
だ
で
ロ
ー
カ
ル
に
コ
ー
ド
を
共
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有
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

こ
の
記
号
学
の
対
象
範
囲
を
革
新
的
に
拡
張
し
た
の
が
フ
ラ

ン
ス
の
文
化
記
号
学
者
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
（R. Barthes, 1915-

1980
）
で
あ
っ
た
。
従
前
の
記
号
学
が
自
然
言
語
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
記
号
表
象
の
形
式
が
明
確
な
記
号
を
対
象
と
し
た
の

に
対
し
、
バ
ル
ト
は
よ
り
高
度
な
意
味
作
用
を
記
号
と
見
な
す

考
え
を
示
し
た
。
両
者
を
区
別
す
る
場
合
、
従
前
の
記
号
学

を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
記
号
学
（
以
下
、
Ｃ
記
号
学
）、
バ

ル
ト
の
記
号
学
を
意
味
作
用
（signification

）
の
記
号
学
（
以

下
、
Ｓ
記
号
学
）
と
呼
ぶ
（
（1
（

。
人
が
身
に
つ
け
る
も
の
を
例
に

と
っ
て
言
え
ば
、
弁
護
士
バ
ッ
ジ
や
議
員
バ
ッ
ジ
は
社
会
的
地

位
を
表
す
ア
イ
コ
ン
が
記
号
表
象
で
あ
り
、
Ｃ
記
号
学
の
対
象

と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
礼
服
、
平
服
、
普
段
着
と
い
っ
た

区
別
が
表
す
公
式
性
・
非
公
式
性
の
意
味
作
用
は
記
号
表
象
と

し
て
の
形
式
が
曖
昧
で
連
続
的
で
あ
る
。
ま
し
て
、
衣
服
の
デ

ザ
イ
ン
や
色
合
い
と
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
記
号
表
象
と
し
て
は

漠
然
と
し
て
い
る
が
、
偶
然
で
は
な
く
意
図
を
も
っ
て
選
ば
れ

た
以
上
、
心
に
何
ら
か
の
意
味
作
用
を
有
し
て
い
る
。
Ｓ
記
号

学
は
こ
の
よ
う
な
心
の
意
味
作
用
も
記
号
と
見
な
し
た
。

　

芸
術
が
表
現
す
る
心
象
風
景
も
Ｓ
記
号
学
に
と
っ
て
は
対
象

と
な
る
。
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
た
風
景
画
は
大
自
然
の
美
に

触
れ
た
感
動
と
い
う
心
象
風
景
が
表
現
さ
れ
た
記
号
で
あ
る
。

文
学
作
品
も
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
言
語
は
単
語
レ
ベ
ル
か
ら

Ｃ
記
号
学
（
言
語
学
）
の
対
象
で
あ
る
が
、
作
品
を
通
じ
て
表

現
さ
れ
た
普
遍
的
な
精
神
性
は
Ｓ
記
号
学
の
対
象
と
な
る
。
バ

ル
ト
は
文
芸
作
品
を
作
者
か
ら
自
立
し
た
意
味
作
用
の
塊
と
捉

え
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
（écriture, 

書
記
言
語
）
が
持
つ
そ
の

よ
う
な
自
己
構
成
力
を
あ
る
種
の
生
命
体
で
あ
る
と
し
た
。
聖

書
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
的
聖
典
も
ま
た
そ
う
し
た
エ
ク
リ

チ
ュ
ー
ル
の
一
種
で
あ
る
。
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
は
Ｓ
記
号
学
の

重
要
テ
ー
マ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
哲
学
思
想
分
野
で

も
現
代
の
思
潮
を
読
み
取
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
重
視
さ
れ
て

い
る
。

　

哲
学
的
人
間
学
に
お
い
て
「
記
号
」
は
い
か
な
る
位
置
に
あ

る
だ
ろ
う
か
。
人
間
は
一
生
涯
自
分
自
身
の
主
観
世
界
か
ら
離

れ
る
こ
と
も
、
他
者
の
主
観
世
界
を
覗
き
込
む
こ
と
も
で
き
な

い
が
、
他
者
も
自
分
と
同
じ
主
観
世
界
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

い
わ
ゆ
る
自
然
的
態
度
を
も
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
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る
。
そ
の
際
に
自
己
の
主
観
世
界
と
他
者
の
主
観
世
界
の
橋
渡

し
を
す
る
の
が
記
号
で
あ
り
、
記
号
に
込
め
ら
れ
た
意
味
で
あ

る
。
つ
ま
り
人
間
は
、
理
性
（
自
我
意
識
）
の
獲
得
に
よ
っ
て

断
絶
さ
れ
た
他
者
の
心
を
、
記
号
を
通
し
て
間
接
的
に
見
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

間
接
的
に
接
触
す
る
他
者
の
心
は
現
象
学
で
は
間
主
観
性

（intersubjectivity

）
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
領
域
に
は
他
者

個
人
の
心
だ
け
で
な
く
、
宗
教
概
念
、
芸
術
作
品
の
心
象
風
景

か
ら
、
民
族
精
神
や
時
代
精
神
に
至
る
非
個
人
領
域
の
意
味
作

用
も
す
べ
て
含
ま
れ
る
。
バ
ル
ト
は
そ
う
し
た
意
味
作
用
全
般

を
人
間
の
普
遍
的
な
本
質
と
捉
え
て
ホ
モ
・
シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン

ス
（H

om
o significans, 

記
号
人
）
と
名
づ
け
た
（
（1
（

。

　

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
に
始
ま
っ
て
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
人

間
観
を
俯
瞰
し
て
き
た
。
い
ず
れ
も
人
間
の
あ
る
一
面
を
的
確

に
表
現
し
て
お
り
、
決
し
て
競
合
も
矛
盾
も
し
な
い
。
相
互
の

関
係
性
を
ホ
モ
・
シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン
ス
の
観
点
か
ら
整
理
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

第
一
に
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
記
号
性
。
人
間
は
理
性
に

よ
っ
て
自
我
を
獲
得
し
た
。
自
我
は
あ
ら
ゆ
る
能
動
的
な
意
味

行
為
を
生
成
す
る
場
で
あ
り
、
バ
ル
ト
の
比
喩
を
借
り
て
言
え

ば
「
意
味
の
懐
胎
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
す
べ
て
の
記
号
を
創
出

す
る
原
初
的
記
号
で
あ
り
、
そ
れ
を
人
間
は
第
一
人
称
代
名
詞

と
い
う
記
号
で
名
づ
け
る
。
そ
れ
は
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
応

じ
て
「
わ
た
し
」、「
我
」、“I”, “Ich”, “yo”, “je”

等
と
呼
称
す

る
。

　

第
二
に
ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
の
記
号
性
。
人
間
は
理
想
像
を

描
き
、
そ
れ
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
。
理
想
像
は
人
間
の
主
観

的
想
念
で
あ
り
、
創
造
行
為
を
完
遂
す
る
ま
で
は
非
現
実
の
象

徴
的
記
号
で
あ
る
。
建
物
の
パ
ー
ス
も
料
理
の
レ
シ
ピ
も
望
ま

し
い
価
値
が
表
現
さ
れ
た
記
号
で
あ
る
。
ま
た
、
人
間
が
創
造

活
動
に
用
い
る
道
具
、
例
え
ば
建
築
用
の
重
機
や
調
理
器
具
は

主
観
世
界
の
理
想
か
ら
客
観
世
界
の
現
実
を
創
造
す
る
媒
介
記

号
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
間
は
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と

す
る
生
き
物
、
言
い
換
え
れ
ば
価
値
と
い
う
記
号
を
持
ち
、
そ

れ
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
生
き
物
で
あ
る
。

　

第
三
に
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
の
記
号
性
。
人
間
は
生
理
的
な

衝
動
と
は
異
な
る
文
化
的
な
振
る
舞
い
に
「
快
」
や
「
美
」
を

覚
え
、
そ
う
で
は
な
い
振
る
舞
い
に
「
不
快
」
や
「
醜
」
を
覚



174

え
、
そ
の
直
感
的
な
感
覚
を
頼
り
に
人
間
は
自
ら
が
人
間
ら
し

い
と
思
え
る
行
動
を
取
る
。
望
ま
し
い
文
化
的
振
る
舞
い
は
記

号
（
社
会
的
コ
ー
ド
）
と
し
て
、
客
観
世
界
と
各
個
人
の
主
観

世
界
と
の
間
を
橋
渡
し
し
て
お
り
、
そ
こ
に
個
人
レ
ベ
ル
の
余

剰
（
遊
び
）
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
人
間
の
行
動
様
式
に
多
様

性
を
生
む
。

　

ホ
モ
・
シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン
ス
の
説
明
力
が
強
い
の
は
、
意
味

の
生
成
と
い
う
行
為
が
そ
れ
だ
け
人
間
の
本
質
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
ホ
モ
・
レ
リ
ギ
オ
ス
ス
か
ら
ホ
モ
・
デ
ィ
グ
ニ
タ
ス
へ
：
聖

性
と
尊
厳

　

宗
教
の
視
点
か
ら
の
人
間
観
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
が
、
そ
の

主
流
は
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
歴
史
上
の
人
間
観
の
五
類
型
に
お
い
て

第
一
に
挙
げ
た
有
神
論
的
人
間
観
で
あ
っ
た
。
人
間
は
神
が
そ

の
姿
に
似
せ
て
創
造
し
た
被
造
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
尊
厳
性
を

持
つ
の
だ
が
、
同
時
に
原
罪
を
背
負
う
。
そ
の
一
方
で
彼
は
五

類
型
の
第
五
に
、
ニ
ー
チ
ェ
に
代
表
さ
れ
る
無
神
論
的
人
間
観

を
挙
げ
て
お
り
、
対
極
に
分
離
し
た
二
つ
の
人
間
観
を
見
る
限

り
、
宗
派
や
主
義
の
異
な
り
は
全
く
異
な
る
人
間
観
を
も
た
ら

す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
普
遍
性
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　

二
十
世
紀
後
半
に
入
り
、
宗
教
性
こ
そ
人
間
存
在
の
本
質
で

あ
る
と
主
張
し
た
の
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
宗
教
学
者
エ
リ
ア
ー
デ

（M
. Eliade, 1907-1986

）
で
あ
っ
た
。
彼
は 

『
世
界
宗
教
史
』

（
一
九
七
六
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
著
書
（
（1
（

で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
古

代
イ
ン
ド
宗
教
に
伝
わ
る
神
話
を
分
析
し
、
そ
こ
に
沈
静
し
て

い
る
聖
性
と
俗
性
の
対
立
を
人
間
の
本
質
的
精
神
と
捉
え
、
人

間
に
ホ
モ
・
レ
リ
ギ
オ
ス
ス
（H

om
o religiosus, 

宗
教
人
）
の

名
を
与
え
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
、
特
定
宗
派
の
観
点
を

過
剰
普
遍
化
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
の
批
判
が
上
が
っ
た
。

宗
教
学
は
個
別
の
宗
派
性
の
形
態
を
対
象
と
し
て
探
究
す
る

が
、
各
宗
派
の
教
義
も
様
式
も
極
め
て
多
様
で
あ
る
た
め
、
宗

派
性
を
超
え
た
普
遍
的
宗
教
性
を
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
で
は
、
普
遍
的
宗
教
性
の
本
質
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
記
号
学
を
意
味
作
用
の

記
号
学
へ
と
展
開
し
た
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
理
論
を
参
考
に
し

て
、
同
じ
展
開
を
こ
こ
で
も
試
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
バ
ル

ト
は
記
号
表
象
と
し
て
顕
在
化
し
た
記
号
の
み
を
探
究
す
る
の
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で
は
な
く
、
人
が
心
内
に
構
築
す
る
意
味
作
用
そ
の
も
の
を
記

号
と
認
め
て
記
号
学
の
拡
張
を
図
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
宗

派
の
教
義
、
様
式
、
呪
術
と
し
て
顕
在
化
し
た
形
態
の
側
か
ら

見
る
の
で
は
な
く
、
人
の
心
の
な
か
に
あ
る
信
仰
心
の
側
か
ら

探
究
し
て
み
た
い
。

　

人
は
誰
で
も
「
何
か
を
尊
い
と
思
う
心
」
を
抱
く
。
古
来
、

人
類
が
理
性
を
獲
得
し
た
代
償
と
し
て
自
分
が
無
知
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
れ
を
「
無
知
の
知
」
と
し
て

言
語
化
し
た
が
、
哲
学
者
で
な
く
と
も
人
は
誰
で
も
自
分
の
知

の
乏
し
さ
を
知
っ
て
い
る
。
自
分
が
生
ま
れ
る
遥
か
昔
か
ら
存

在
し
て
い
て
自
分
を
生
み
育
て
て
く
れ
た
大
自
然
へ
の
畏
敬
の

念
、
天
空
に
浮
か
ぶ
太
陽
、
月
、
星
々
へ
の
畏
敬
の
念
、
己
の

存
在
の
小
さ
さ
に
比
し
て
自
分
た
ち
が
住
む
世
界
の
大
き
さ
、

果
て
し
な
さ
、
深
遠
さ
、
神
秘
さ
。
そ
れ
ら
を
尊
い
と
思
う
心

が
、
聖
性
（sanctity

）
と
い
う
心
内
記
号
を
形
成
し
、
そ
し

て
そ
れ
が
民
族
の
言
語
文
化
と
し
て
顕
在
化
し
、
様
式
化
し
た

の
が
原
初
の
宗
教
で
あ
る
。
聖
性
へ
と
向
か
う
心
が
信
仰
心

（faith

）
で
あ
る
。
文
化
人
類
学
の
成
果
に
よ
る
と
あ
ら
ゆ
る

民
族
は
例
外
な
く
そ
の
民
族
特
有
の
神
お
よ
び
そ
の
神
に
向
か

う
宗
教
的
儀
礼
を
有
し
て
い
る
と
い
う
。

　

信
仰
心
の
意
味
作
用
を
偶
像
（idol

）
に
託
し
て
記
号
表

象
と
し
て
顕
在
化
さ
せ
た
一
種
の
記
号
行
為
が
偶
像
崇
拝

（idolatry

）
で
あ
る
。
物
質
と
し
て
の
偶
像
（
銅
像
、
石
像
、
木

像
等
）
が
尊
崇
の
対
象
な
の
で
は
な
く
、
信
仰
心
の
意
味
作

用
、
即
ち
心
内
記
号
を
尊
崇
し
、
そ
れ
を
偶
像
に
投
影
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
あ
の
動
物
を/inu/

と
い
う
音
声

記
号
で
表
象
す
る
こ
と
に
何
の
必
然
性
も
な
い
の
と
同
じ
よ
う

に
、
記
号
の
恣
意
性
（arbitrariness

）
が
否
応
な
し
に
つ
い

て
ま
わ
る
。
も
っ
と
も
、
極
端
に
恣
意
的
な
信
仰
を
揶
揄
す
る

「
鰯
の
頭
も
信
心
か
ら
」
と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
に
、
ど
ん
な

恣
意
性
も
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
尊
崇
の
対
象
ら
し
い

ふ
さ
わ
し
さ
も
求
め
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
立
派
な
威
厳
の
あ
る
像

を
造
り
、
神
へ
の
尊
崇
の
心
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
い
賛
美
歌
を

歌
う
。
宗
教
建
築
や
宗
教
音
楽
な
ど
の
文
化
に
人
類
の
知
恵
の

粋
を
集
め
て
創
造
さ
れ
て
き
た
理
由
も
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

　

仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
世
界
宗
教
化
に
よ
り

信
仰
心
は
人
類
普
遍
の
精
神
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
が
、



176

十
九
世
紀
以
降
の
近
代
に
は
無
神
論
、
無
宗
教
が
時
代
精
神
の

一
部
を
な
す
に
至
り
、
宗
教
否
定
の
共
産
主
義
革
命
も
実
行
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
言
う
信
仰
心
の
も
っ
と
日
常
的
で
原
初
的

な
レ
ベ
ル
の
「
何
か
を
尊
い
と
思
う
心
」
が
人
間
に
は
あ
る
。

例
え
ば
、
子
を
持
つ
親
な
ら
ば
誰
で
も
我
が
子
の
生
命
を
愛
お

し
く
思
い
、
自
分
の
身
に
代
え
て
で
も
そ
の
生
命
を
護
り
た
い

と
思
う
。
そ
こ
に
至
高
の
尊
さ
を
見
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

人
に
と
っ
て
そ
の
愛
は
あ
る
種
の
信
仰
で
さ
え
あ
る
。
そ
の
人

が
無
神
論
、
無
宗
教
を
自
称
す
る
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
愛
は

持
ち
得
る
で
あ
ろ
う
。
仮
に
そ
の
愛
し
い
我
が
子
が
不
治
の
病

に
冒
さ
れ
て
余
命
一
週
間
で
あ
る
こ
と
を
医
師
か
ら
告
げ
ら
れ

た
と
す
る
。
医
師
の
医
学
的
根
拠
に
基
づ
く
説
明
が
合
理
的

で
、
親
に
も
医
学
的
知
識
が
あ
っ
て
そ
の
説
明
が
正
確
に
理
解

で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
そ
の
人
は
我
が
子
の

た
め
に
必
死
に
「
祈
る
」
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
人
が

特
定
宗
派
の
信
徒
な
ら
ば
そ
の
宗
派
の
様
式
に
従
っ
て
具
体
的

な
「
祈
る
」
行
為
を
す
る
。
そ
の
人
が
無
宗
教
を
自
称
す
る
人

で
何
に
対
し
て
祈
っ
て
い
る
の
か
は
定
か
で
な
か
っ
た
と
し
て

も
そ
の
「
祈
る
心
」
は
確
実
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
何
か
を
尊
い
と
思
う
心
」
は
信
仰
心
を
含

み
つ
つ
も
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
広
く
て
普
遍
的
な
心
の
働

き
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
心
を
考
察
の
便
宜
上
、

こ
れ
以
降
は
「
尊
厳
心
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
尊
厳
心
は

信
仰
心
と
同
様
、
必
ず
対
象
を
有
す
る
と
い
う
点
で
志
向
性

（intentionality

）
を
も
っ
た
心
の
働
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
対
象

を
価
値
あ
る
も
の
、
掛
け
替
え
の
な
い
も
の
と
感
じ
る
心
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
敬
意
を
も
っ
て
接
し
た
り
、
守
ろ
う
、
生

か
そ
う
と
し
た
り
す
る
行
動
の
動
機
と
な
る
心
で
あ
る
。

　

尊
厳
心
の
向
か
う
対
象
は
個
人
に
よ
っ
て
千
差
万
別

だ
。
自
民
族
を
尊
い
と
思
う
心
は
自
民
族
中
心
主
義

（ethnocentrism

）
で
あ
り
、
自
国
家
を
尊
い
と
思
う
心
は
国

家
主
義
（nationalism

）
で
あ
る
。
よ
り
個
人
レ
ベ
ル
で
は
、

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
一
生
を
明
け
暮
れ
、
使
う
た
め
で
は
な
く
お

金
を
稼
ぐ
こ
と
が
目
的
化
し
た
人
は
尊
厳
心
が
お
金
に
向
か
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
生
き
方
は
拝
金
教
（m

oney w
orship

）

と
呼
ば
れ
る
。
ア
イ
ド
ル
の
存
在
が
生
き
る
喜
び
と
な
り
、
全

力
を
か
け
て
ア
イ
ド
ル
を
応
援
す
る
活
動
は
「
推
し
活
」
と
呼
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ば
れ
る
。
そ
も
そ
も
ア
イ
ド
ル
は
偶
像
（idol

）
に
由
来
す
る

語
で
あ
り
、
心
に
構
築
し
た
そ
の
ア
イ
ド
ル
の
心
内
表
象
を
尊

い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
宗
教
に
向
か
う
信
仰
心
を
そ
の
典
型

と
し
な
が
ら
も
、
必
ず
し
も
宗
教
の
形
式
を
取
る
と
は
限
ら

な
い
と
こ
ろ
ま
で
敷
衍
し
た
尊
厳
心
を
人
間
の
普
遍
的
な
本

質
と
捉
え
る
な
ら
、
人
間
は
ホ
モ
・
デ
ィ
グ
ニ
タ
ス
（H

om
o 

dignitas, 

尊
厳
人
）
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
間

を
外
か
ら
見
て
尊
厳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
の

内
側
に
尊
厳
心
が
あ
る
と
い
う
定
義
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
用
語
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。
日
本
語
の
「
尊

厳
」
に
対
応
す
る
英
語
の“dignity”

は
辞
書
に
こ
う
記
載
さ

れ
て
い
る
。“1 calm

ness, form
ality, and seriousness 

of m
anner or style; 2

goodness and nobleness of 

character, of a kind that m
akes people feel respect 

and adm
iration; 3

a high position, rank, or title

（
（1
（.”　

こ
の
語
釈
に
示
さ
れ
て
い
る
の
はcalm

ness

（
威
厳
）、

form
ality

（
格
式
）、 goodness

（
善
良
さ
）、nobleness

（
高

貴
さ
）
な
ど
、“dignity”

が
宗
教
的
な
高
価
値
か
ら
人
間
的
な

意
味
の
高
価
値
（
文
化
的
価
値
や
社
会
的
価
値
）
を
表
す
広
義
の

語
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、 

同
じ
く
「
尊
厳
」

と
訳
さ
れ
る
こ
と
の
多
い“sanctity”

は
辞
書
に“1 holiness; 

sacredness. 2
holiness of life

（
（1
（.” 

と
あ
る
。
こ
ち
ら
は
宗
教

的
な
高
価
値
の
意
味
合
い
が
強
い
た
め
、「
尊
厳
」
と
区
別
し

て
「
聖
性
」
と
翻
訳
す
る
の
が
適
切
と
考
え
る
。
ホ
モ
・
レ
リ

ギ
オ
ス
ス
を
ホ
モ
・
デ
ィ
グ
ニ
タ
ス
が
包
含
す
る
の
と
同
様
の

意
味
で“sanctity”

を“dignity”

が
包
含
す
る
と
考
え
る
。

　

次
に
、
ホ
モ
・
シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン
ス
の
最
後
に
行
っ
た
よ
う

に
、
多
様
な
人
間
観
の
相
互
関
係
を
ホ
モ
・
デ
ィ
グ
ニ
タ
ス
の

視
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
観
に
見
ら
れ
る
尊
厳
心
に
つ
い
て

整
理
し
た
い
。

　

第
一
に
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
尊
厳
。
人
間
に
と
っ
て
理
性

の
獲
得
は
、「
人
間
の
尊
厳
」
の
原
初
段
階
で
あ
る
自
尊
心
、

即
ち
尊
厳
心
が
自
己
に
向
か
う
「
自
己
の
尊
厳
」
を
表
現
し
て

い
る
。

　

第
二
に
ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
の
尊
厳
。
人
間
は
よ
り
よ
き
価

値
を
追
求
し
、
そ
れ
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
。「
人
間
の
尊
厳
」

の
第
二
段
階
は
尊
厳
心
が
価
値
の
向
上
に
向
か
う
「
価
値
の
尊
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厳
」
で
あ
る
。

　

第
三
に
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
の
尊
厳
。
遊
び
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
文
化
は
「
人
間
の
尊
厳
」
を
守
る
た
め
の
行
動
規
範

と
な
っ
て
い
る
。「
人
間
の
尊
厳
」
の
第
三
段
階
は
尊
厳
心
が

文
化
に
向
か
う
「
文
化
の
尊
厳
」
で
あ
る
。
自
文
化
の
尊
厳

に
執
着
す
る
こ
と
は
自
民
族
中
心
主
義
（ethnocentrism

）
を

引
き
起
こ
す
、
異
文
化
の
尊
厳
を
理
解
す
る
こ
と
は
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
。

　

第
四
に
ホ
モ
・
シ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ン
ス
の
尊
厳
。
尊
厳
心
は
心

内
に
形
成
さ
れ
る
意
味
作
用
の
一
種
で
あ
る
。
ゆ
え
に
人
間
の

主
観
世
界
は
「
尊
厳
心
の
懐
胎
」
で
あ
る
。

３　

人
間
の
尊
厳
か
ら
生
命
の
尊
厳
へ

　

人
間
を
、
尊
厳
心
を
持
つ
存
在
と
し
て
捉
え
る
ホ
モ
・
デ
ィ

グ
ニ
タ
ス
の
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
既
に
明
ら
か
な

よ
う
に
、
尊
厳
心
が
何
を
対
象
に
す
る
か
に
よ
っ
て
、
人
間
は

幸
福
に
も
不
幸
に
も
な
り
得
る
。
歴
史
上
、
自
民
族
中
心
主
義

や
国
家
主
義
は
民
族
間
・
国
家
間
の
対
立
を
生
み
紛
争
・
戦
争

を
も
た
ら
し
て
き
た
。
尊
厳
心
の
裏
側
に
は
憎
悪
心
が
あ
り
、

尊
厳
心
の
対
象
と
対
立
す
る
も
の
は
憎
悪
心
の
対
象
と
な
る
。

国
家
主
義
は
他
国
に
対
す
る
排
他
主
義
を
も
た
ら
す
。
ゆ
え
に

人
々
が
平
和
と
共
生
の
方
向
へ
と
向
か
う
尊
厳
心
を
涵
養
す
る

こ
と
は
教
育
の
最
重
要
の
使
命
で
あ
る
。

　

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
理
性
の
獲
得
と
と
も
に
自
我
を
獲
得

し
た
。
自
我
を
獲
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
己
と
他
者
の
分
離

を
意
味
し
、「
自
己
の
尊
厳
」
に
基
づ
い
て
利
己
的
行
動
を
取

る
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
他
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
し
、
人
と
人

と
の
衝
突
を
生
み
出
す
。
自
民
族
中
心
主
義
も
国
家
主
義
も
自

己
の
領
域
を
民
族
も
し
く
は
国
家
の
レ
ベ
ル
に
拡
大
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
自
他
の
対
立
を
生
む
と
い
う
点
で
は
利
己
主
義
の

延
長
上
に
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
尊
厳
心
が
向
か
う
べ

き
望
ま
し
い
対
象
は
、
自
己
と
他
者
の
分
離
を
乗
り
越
え
る
自

他
融
合
の
尊
厳
心
で
あ
る
。
社
会
の
成
員
が
互
い
に
利
他
的
行

動
を
惜
し
ま
な
い
人
々
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の

社
会
は
繁
栄
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
国
家
レ
ベ
ル
で
他
国

の
尊
厳
を
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
世
界
平
和
は

実
現
す
る
は
ず
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
が
決
し
て
容
易
で
は

な
い
こ
と
も
人
類
は
知
っ
て
い
る
。
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こ
の
点
で
、
尊
厳
（dignity

）
を
他
者
と
の
融
和
を
図
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
心
理

学
者
ヒ
ッ
ク
ス
（D

. H
icks

）
で
あ
る
（
（2
（

。
そ
こ
で
は
人
が
対
人

関
係
で
留
意
す
べ
き
尊
厳
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
他
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
や
仲

間
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
な
ど
、
個
人
間
の
留
意
事

項
で
あ
り
、
か
つ
、
国
家
間
の
外
交
交
渉
に
お
い
て
も
遵
守
さ

れ
る
べ
き
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
示
し
て
い
る
。
対
人
関
係
に

限
定
し
て
は
い
る
も
の
の
、
自
他
融
合
を
め
ざ
す
点
に
お
い
て

本
稿
の
尊
厳
心
と
共
通
し
て
い
る
。

　

本
質
的
な
自
他
融
合
の
原
理
を
尊
厳
心
に
求
め
る
と
き
に
、

一
つ
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
存
在
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
れ

は
「
生
命
の
尊
厳
」
で
あ
る
。
東
西
の
文
明
史
を
俯
瞰
す
る
歴

史
学
者
ト
イ
ン
ビ
ー
（A

. J. T
oynbee, 1889-1975

）
と
大
乗

仏
教
の
実
践
的
思
想
家
で
あ
る
池
田
大
作
（1928-

）
と
の
対
談

で
あ
る
『
二
十
一
世
紀
へ
の
対
話
』（
一
九
七
五
年
）
で
池
田
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

人
間
が
生
命
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
な

る
社
会
、
国
家
、
民
族
を
も
超
え
て
、
普
遍
的
か
つ
絶
対

的
な
命
題
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
社
会
的
存
在
と
し
て

の
人
間
は
、
時
代
、
民
族
、
国
家
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
人
間
が
真
に
人
間
ら
し
く
生

き
る
に
は
、
ま
ず
こ
の
生
命
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
、
自

明
の
原
点
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
信
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
人
間
が
厳
然
と
こ
の
認
識
に
立
つ
こ
と

が
、
現
代
の
要
請
で
あ
る
普
遍
的
価
値
観
を
築
く
出
発
点

に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　

で
は
、
人
間
が
こ
の
原
点
に
立
つ
と
き
に
生
ま
れ
て
く

る
価
値
観
と
は
何
か

―
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
人
間
の
こ
の
本
質
的
な
あ
り
方
を
決
定
す
る
生
命
の

尊
厳
を
常
に
第
一
義
と
す
る
考
え
方
、
生
命
を
代
価
物
の

な
い
至
上
の
価
値
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
、
と
な
り
ま

し
ょ
う
（
（2
（

。

　

こ
の
な
か
で
池
田
は
人
類
の
様
々
な
多
様
性
を
超
克
す
る
根

本
の
普
遍
的
価
値
を
「
生
命
の
尊
厳
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

本
質
は
、
人
間
が
「
生
命
的
存
在
で
あ
る
原
点
に
立
つ
」
こ
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と
、「
生
命
の
尊
厳
を
第
一
義
に
す
る
」
こ
と
を
勧
め
て
い
る

の
で
あ
り
、
本
稿
の
表
現
に
約
せ
ば
「
生
命
に
対
す
る
尊
厳
心

を
持
つ
」
こ
と
を
人
間
の
行
動
規
範
と
し
て
勧
め
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

こ
の
対
談
で
尊
厳
（dignity

）
の
語
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、

全
編
を
貫
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
ト
イ
ン
ビ
ー
が
多

用
し
た
の
は
「
人
間
の
尊
厳
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
談
で
「
人

間
の
尊
厳
」
と
い
う
語
句
が
合
計
四
十
回
用
い
ら
れ
る
が
、
そ

の
う
ち
三
十
回
は
ト
イ
ン
ビ
ー
が
用
い
て
い
る
。
池
田
も
十
回

用
い
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
ト
イ
ン
ビ
ー
の
発
言
に
呼
応
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

対
談
は
冒
頭
か
ら
「
人
間
の
尊
厳
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
始

さ
れ
る
。
ト
イ
ン
ビ
ー
は
人
間
の
精
神
性
の
本
質
を
自
意
識
に

帰
着
さ
せ
、
他
の
動
物
か
ら
の
特
立
を
も
っ
て
人
間
の
尊
厳

を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
人
間
観
で
あ

る
。
ま
た
、
人
間
の
尊
厳
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
人
間
的

要
素
と
し
て
文
化
と
教
育
を
挙
げ
る
な
ど
、
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン

ス
や
ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
の
人
間
観
も
含
む
幅
広
い
人
間
観
を

示
し
て
い
た
。
し
か
も
そ
れ
が
単
に
理
知
的
な
も
の
に
留
ま
ら

ず
、
人
間
へ
の
熱
い
尊
厳
心
を
伴
っ
て
い
た
の
は
、
根
底
に
人

間
が
神
の
被
造
物
で
あ
る
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
観
が
通

底
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
対
談
で
両
者
は
環

境
問
題
、
教
育
、
医
療
倫
理
等
々
、
多
岐
に
わ
た
る
現
代
的
課

題
に
つ
い
て
対
話
す
る
が
ト
イ
ン
ビ
ー
は
そ
れ
ら
の
諸
問
題
に

対
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
「
人
間
の
尊
厳
」
を
守
り
抜
く
こ
と
が

で
き
る
か
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
語
り
続
け
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
池
田
は
「
生
命
の
尊
厳
」
を
多
用
す
る
。
対

談
中
で
三
十
回
用
い
ら
れ
る
う
ち
の
二
十
九
回
は
池
田
に
よ
る

も
の
で
、
ト
イ
ン
ビ
ー
に
よ
る
も
の
は
一
回
の
み
で
あ
る
。
仏

教
者
で
あ
る
池
田
は
随
所
に
法
華
経
が
説
く
生
命
の
永
遠
性
や

生
命
の
絶
対
平
等
性
に
言
及
し
、
人
間
自
身
が
そ
う
し
た
生
命

の
普
遍
的
価
値
に
立
脚
し
て
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
述
べ

て
い
る
。

　

ト
イ
ン
ビ
ー
と
池
田
の
立
場
は
異
な
っ
て
は
い
た
が
、
意
見

が
対
立
し
た
箇
所
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
ト
イ
ン
ビ
ー
が

述
べ
る
「
人
間
の
尊
厳
」
に
対
し
て
池
田
は
一
度
も
否
定
や
反

論
を
行
っ
て
い
な
い
。「
人
間
の
尊
厳
」
を
す
べ
て
肯
定
し
た

う
え
で
、
そ
う
し
た
人
間
が
持
ち
得
る
美
徳
の
最
た
る
も
の
が
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生
命
に
対
す
る
尊
厳
心
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
「
人
間
の
尊
厳
」
と
池
田
の
「
生

命
の
尊
厳
」
と
で
は
「
尊
厳
」
の
意
味
が
若
干
異
な
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。「
人
間
の
尊
厳
」
は
「
人
間
が
尊
厳
な
る
存
在

で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
、「
生
命
の
尊
厳
」

は
「
生
命
に
対
す
る
尊
厳
心
」
の
意
味
で
あ
り
、「
人
間
は
生

命
に
対
す
る
尊
厳
心
を
持
ち
得
る
点
に
お
い
て
真
に
尊
厳
な
る

存
在
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
に
統
合
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
間
は
理
性
を
獲
得
し
た
代
償
と
し
て
生
命
を
毀
損
し
て
き

た
。
森
林
を
伐
採
し
、
工
業
排
水
を
海
に
垂
れ
流
し
、
大
量
殺

戮
兵
器
を
開
発
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
人
間
以
外
の
生
物

た
ち
は
理
性
が
な
い
代
わ
り
に
自
然
の
秩
序
を
乱
す
こ
と
も
な

い
。
人
間
が
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
て
き
た
も
の
を
思
い
出
す
の

が
「
生
命
の
尊
厳
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ト
イ
ン
ビ
ー
と
池
田
の
対
話
は
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
対
話

で
も
あ
っ
た
。「
人
間
の
尊
厳
」
と
「
生
命
の
尊
厳
」
の
対
話

も
宗
教
的
次
元
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
池

田
は
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。

（
環
境
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
の
市
民
運
動
に
つ
い
て
）
こ
の

よ
う
な
運
動
は
、
し
か
し
、
い
ず
れ
も
正
し
い
精
神
的
基

盤
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
、
や
は
り
さ
き
ほ
ど
博
士
が
い
わ
れ
ま
し
た
よ
う

に
、
宗
教
の
力
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
宗
教
と
は
、
一
人
の
人
間
生
命
は
地
球
よ
り
も

重
く
、
し
か
も
こ
の
生
命
の
尊
厳
は
、
自
然
と
の
調
和
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
維
持
で
き
る
と
い
う
原
理
を
、
一
人
一

人
に
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
宗
教
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
（
（2
（

。

　

こ
こ
で
改
め
て
宗
教
に
視
点
を
戻
し
た
い
。
知
性
を
獲
得
し

た
人
間
が
、
そ
れ
で
も
知
り
得
な
か
っ
た
大
地
、
太
陽
、
月
、

星
々
へ
の
畏
敬
の
念
、
ま
た
、
自
分
た
ち
人
間
を
生
み
育
て
た

働
き
へ
の
尊
崇
の
念
を
、
人
々
は
神
へ
の
尊
崇
と
表
現
す
る
よ

う
に
な
り
、
宗
教
的
な
偶
像
や
呪
術
と
い
っ
た
様
式
を
形
成
し

て
い
っ
た
。
時
代
は
下
り
、
科
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
宇
宙
、

太
陽
、
そ
し
て
地
球
の
仕
組
み
は
ほ
と
ん
ど
ク
リ
ア
に
解
明
さ

れ
た
。
人
間
と
動
物
を
連
続
的
に
捉
え
る
進
化
論
も
今
日
の
常
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識
と
な
っ
て
い
る
。
尊
厳
心
の
対
象
を
科
学
に
向
け
る
科
学
信

仰
も
生
ま
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
科
学
が
発

達
し
て
も
人
間
に
は
知
り
得
な
い
こ
と
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
宇
宙
の
長
大
な
る
時
間
の
な
か
で
せ
い
ぜ
い
八
十
年

か
ら
百
年
程
度
の
短
い
時
間
だ
け
存
在
し
、
ど
こ
か
の
国
の
誰

か
と
し
て
生
ま
れ
て
生
き
て
い
る
自
分
と
い
う
存
在
。
自
分
は

ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
い
く
の
か
。
な
ぜ
自
分
は
他
の
誰
で
も

な
く
、
こ
の
○
○
（
氏
名
）
な
の
か
。
そ
し
て
、
何
の
た
め
に

自
分
は
生
き
て
い
る
の
か
。
そ
う
考
え
る
と
人
間
は
、
宗
教
の

領
域
に
収
め
て
い
た
尊
厳
心
の
対
象
の
い
く
ら
か
を
科
学
の
領

域
へ
と
譲
り
渡
す
こ
と
を
迫
ら
れ
た
一
方
で
、
永
遠
に
宗
教
の

領
域
で
し
か
語
り
得
な
い
テ
ー
マ
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
テ
ー
マ
の
最
た
る
も
の
が
「
生
命
の

尊
厳
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
の
問

題
提
起
、
つ
ま
り
、
自
他
の
分
離
を
乗
り
越
え
、
人
々
も
民
族

も
国
家
も
互
い
を
尊
厳
心
の
対
象
と
し
て
尊
重
し
合
う
よ
う
な

英
知
、
世
界
中
の
人
々
が
納
得
で
き
て
共
有
で
き
る
英
知
は
、

宗
教
的
な
直
観
知
の
領
域
に
入
る
以
外
に
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
の
が
一
つ
の
仮
説
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
難
問
に
対
し
て
多
く
の
人
々
が
納
得
で
き
る
原
理

を
提
示
で
き
る
も
の
が
高
等
宗
教
で
あ
り
、
特
定
の
民
族
文
化

の
な
か
で
共
有
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
民
族
国
家
を
超
え
て
普

遍
的
な
原
理
を
提
示
で
き
る
の
が
世
界
宗
教
で
あ
る
。
高
等
宗

教
あ
る
い
は
世
界
宗
教
と
言
わ
れ
る
も
の
は
必
ず
哲
学
的
人
間

学
に
続
く
何
ら
か
の
人
間
観
、
世
界
観
を
提
示
し
て
い
る
。
そ

れ
を
体
系
化
し
、
記
述
す
る
学
問
は
神
学
（theology

）、
あ
る

い
は
信
仰
学
と
呼
ば
れ
る
。
人
間
学
は
必
然
的
に
神
学
・
信
仰

学
と
の
有
機
的
な
連
動
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

注（
１
） 

例
え
ば
、
坂
田
徳
男
訳
『
人
間
学
』『
カ
ン
ト
著
作
集
』
第
一

巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
。
こ
の
ほ
か
、
山
下
太
郎
訳
、

渋
谷
治
美
訳
、
坂
部
恵
訳
、
高
橋
克
也
訳
等
多
数
あ
る
が
、
す

べ
て
訳
語
に
は
「
人
間
学
」
を
採
用
し
て
い
る
。

（
２
） M

ax Scheler, D
ie Stellung des M

enschen im
 K

osm
os 

(D
arm

stadt: Reichl, 1928). 

邦
訳
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー

ラ
ー
『
宇
宙
に
お
け
る
人
間
の
地
位
・
哲
学
的
世
界
観
』

『
シ
ェ
ー
ラ
ー
著
作
集
』
第
十
三
巻
、
白
水
社
、
二
〇
〇
二
年
。

（
３
） 
ラ
テ
ン
語
の
属
を
表
す
名
詞
と
、
種
を
表
す
形
容
詞
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
二
名
法
。
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（
４
） 

リ
ン
ネ
の
主
著
『
自
然
の
体
系
』
は
一
七
三
五
年
に
十
四
頁
で

初
版
発
刊
後
、
た
び
た
び
新
た
な
生
物
分
類
を
追
加
し
て
増
補

改
訂
を
繰
り
返
し
、
最
終
版
と
な
る
第
十
二
版
が
一
七
六
八
年

に
発
刊
さ
れ
た
際
に
は
二
三
七
四
頁
に
ま
で
増
え
て
い
た
。
日

本
で
も
『
自
然
の
体
系
』
と
し
て
生
物
学
分
野
で
広
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
直
接
の
現
代
日
本
語
訳
は
現
存
し
な
い
。

（
５
） 

京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
リ
ン
ネ
の
『
自
然
の
体
系
』
初
版

本
の
復
刻
版
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
写
真
画
像
が
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
て
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb00000018/
explanation/01

）

（
６
） H

enri Bergson, L'évolution créatrice (Paris: Les Presses 
universitaires de France, 1907).

（
７
） 

ベ
ル
グ
ソ
ン
『
ベ
ル
グ
ソ
ン
全
集
４　

創
造
的
進
化
』
松
浪
信

三
郎
・
高
橋
允
昭
訳
、
白
水
社
、
一
九
六
六
年
、
一
六
三
頁
。

（
８
） Johan H

uizinga, H
erbst des M

ittelalters (Stuttgart: 
A

lfred K
roener V

erlag, 1919). 

邦
訳
は
、
Ｊ
・
ホ
イ
ジ
ン

ガ
『
中
世
の
秋
』
堀
越
孝
一
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一

年
。

（
９
） Johan H

uizinga, H
om

o Ludens: A Study of the Play 
Elem

ent in C
ulture (Boston: Beacon Press, 1938).

「
遊
び

の
な
か
で
は
、
生
活
維
持
の
た
め
の
直
接
的
な
必
要
を
こ
え

て
、
生
活
行
為
に
あ
る
意
味
を
添
え
る
も
の
が
『
作
用
し
』
て

い
る
の
で
あ
る
。」（
ヨ
ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ

ン
ス

―
人
類
文
化
と
遊
戯
』
高
橋
英
夫
訳
、
中
央
公
論
社
、

一
九
六
三
年
、
一
六
頁
）

（
10
）「
遊
び
は
深
い
と
こ
ろ
で
美
的
な
も
の
と
繫
が
り
を
も
っ
て
い

る
…
…
」（
同
前
、
一
八
頁
）

（
11
）「
遊
び
は
、
も
の
を
表
現
す
る
と
い
う
理
想
、
共
同
生
活
を
す

る
と
い
う
理
想
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
食
物

摂
取
、
交
合
、
自
己
保
存
と
い
う
純
生
物
学
的
過
程
よ
り
も
高

い
領
域
の
な
か
に
あ
る
。
…
…
人
間
の
遊
び
は
、
す
べ
て
そ
こ

に
何
か
の
意
味
が
あ
っ
た
り
、
何
か
の
お
祭
に
な
っ
て
い
た
り

す
る
や
や
高
級
な
形
式
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
は
祝
祭
、
祭
祀

の
領
域

─
聖
な
る
領
域

─
に
属
し
て
い
る
。」（
同
前
、
三

三
頁
）

（
12
）「
こ
の
遊
び
の
迫
力
は
、
生
物
学
的
分
析
に
よ
っ
て
は
説
明
さ

れ
な
い
も
の
だ
が
、
じ
つ
は
こ
の
迫
力
、
人
を
夢
中
に
さ
せ
る

力
の
な
か
に
こ
そ
遊
び
の
本
質
が
あ
り
、
遊
び
に
最
初
か
ら
固

有
な
あ
る
も
の
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
同
前
、
一

八
―

一
九
頁
）

（
13
） Johann Gottfried von H

erder, ‘T
reatise on the O

rigin 
of Language.’ In H

erder: Philosophical W
ritings, edited 

and translated by M
ichael N

. Forster (Cam
bridge: 

Cam
bridge U

niversity Press, 2002), 65-154. (https://
w

w
w

.m
arxists.org/).　

邦
訳
は
、
Ｊ
・
Ｇ
・
ヘ
ル
ダ
ー
『
言

語
起
源
論
』
木
村
直
司
訳
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
二
年
。

（
14
） 
他
に
ヘ
ル
ダ
ー
と
同
じ
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
Ｊ
・
Ｆ
・

ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ッ
ハ
（J. F. Blum

enbach

）
や
、
二
十
世
紀

以
降
で
は
英
国
の
言
語
学
者
Ｄ
・
フ
ラ
イ
（D

. Fry

）、
フ
ラ
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ン
ス
の
言
語
学
者
Ｃ
・
ア
ジ
ェ
ー
ジ
ュ
（C. H

agège

）
な
ど

に
ホ
モ
・
ロ
ク
エ
ン
ス
を
主
題
と
す
る
著
書
が
あ
る
ほ
か
、
文

化
人
類
学
者
Ｃ
・
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
も
著
書
で
言
及
し
て

い
る
。
詳
細
は
略
す
る
。

（
15
） Georges M

ounin, Introduction à la sém
iologie (Paris: Les 

Éditions de M
inuit, 1970). 

邦
訳
の
該
当
箇
所
は
、
Ｇ
・

ム
ー
ナ
ン
『
記
号
学
入
門
』
福
井
芳
男
・
伊
藤
晃
・
丸
山
圭
三

郎
訳
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
三
年
、
九
―

一
五
頁
。

（
16
） Roland Barthes, Essais critiques (Paris: Éditions du 

Seuil, 1964). 

邦
訳
は
、
バ
ル
ト
『
エ
ッ
セ
・
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
』

篠
田
浩
一
郎
・
高
坂 
和
彦
訳
、
晶
文
社
、
一
九
七
二
年
。

（
17
） M

ircea E
liade, H

istoire des croyances et des idées 
religieuses. (Paris: Payot, 1976). 

邦
訳
は
例
え
ば
、
Ｍ
・
エ

リ
ア
ー
デ
『
世
界
宗
教
史
Ⅱ　

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
か
ら
キ
リ

ス
ト
教
の
興
隆
ま
で
』
荒
木
美
智
雄
・
奥
山
倫
明
訳
、
筑
摩
書

房
、
一
九
九
一
年
。

（
18
） Longm

an D
ictionary of C

ontem
porary English, 6th Edition 

(London: Pearson Education, 2014), 284.

（
19
） Ibid., 926.

（
20
） D

onna H
icks, D

ignity: Its Essential Role in Resolving 
C

onflict (N
ew

 H
aves and London: Y

ale U
niversity 

Press, 2013). 

邦
訳
は
、
ド
ナ
・
ヒ
ッ
ク
ス
『D

ignity 

デ
ィ

グ
ニ
テ
ィ
』
ワ
ー
ク
ス
淑
悦
訳
／
ノ
・
ジ
ェ
ス
監
修
、
幻
冬

舎
、
二
〇
二
〇
年
。

（
21
） 

ア
ー
ノ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
／
池
田
大
作
『
二
十
一
世
紀

へ
の
対
話
』
上
・
下
、
文
藝
春
秋
、
一
九
七
五
年
（『
池
田
大

作
全
集
』
第
三
巻
、
聖
教
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
、
二
四
〇

頁
）。

（
22
） 

同
前
、
一
〇
七
頁
。
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